


astold by 
Kyle 


th 
Sie er 
Young 

















に 国 中 を の し 歩き 、 人 ん 々 
の 魂 を 支配 し よう と 、 暴 力 の か ぎり を つく し て いた だ 長く 辛い 時 代 が あつ だ 。 人 
々 は それ を 、 ブ リタ ニア の 暗黒 時 代 と 呼ぶ 。 

暗黒 時 代 の 第 一 期 は 、 ウ ル テ ィ マ 1 の 年 代 記 に も ある よう に 、 邪悪 な る 魔法 
使い モン デイ ン と 、 そ の ぼ 下 だ ち が 減 ぼ さ れ だ こと に よっ つて 、 終 り を つげ だ 。 そ 
の 頃 、 プ リタ ニア の 台地 の 領主 を ち は 、 翌 体 で あつ だ うえ に 、 あ ま の 交流 も な 
く 、 内 部 的 な 派閥 争い に うつ つ を ぬか す と いう 状態 ご あつ だ 。 そ の だ め 、 WE 
非道 な モン デイ ン を その 隠れ 家 ま で 追い 詰め 、 滅 ぼ す こと が で きだ の は 、 SR 
者 た ちの 勇敢 な る 働き を が あつ て 初め て 成 し 得 た こと だ つ だ の で ある 。 

し か し 、 モ ン デ イン 減 亡 後 の 平 和 は 、 そ う 長 こく は 続か な か つ だ 。 あ まり に も 
長き に わた つて モン デイ ン の 支配 下 に あえ いで いた 人々 は 、 モ ン デ イン が 減 ぼ 
され だ と は 、 に わか に は 信じ られ ず 、 多 く の 人 々 は 、 い まだ に モン デイ ン の 法 
律 を 守り 続け て い を の だ 。 その うち に 、 モ ン デ イン の 弟子 、 ミ ナク フス が カカ を つけ 、 
発展 を 始め だ 新興 の 町 々 に 攻撃 を 仕掛 けた 。 再び 、 恐 怖 の 時 代 が 始ま つ だ の だ 。 

ミナ クス の 力 は 、 悪 の 師 で ある モン デイ ン を も は る が に 凌ぐ ほど 、 強 大 で あ 
つた だ 。 そ の 力 だ を る や 、 ご この 惑 星 に 徹底 的 な 破壊 の 雨 を 降ら せ 、 あ ら ゆ る も の を 
ね じ 曲 げ 、0H き つぶ し た 。 そ の 支配 力 は 、 あ だ ガ も 悪 に 満ち だ 釧 昧 の 巣 の よう 
に 、 時 代 を まる ご と 包み 込み 、 桶 突 こ うと する 者 を みな 、 網 に お け て いつ だ 。 
だ が 、 あ る と まき 伝 説 の 世界 か ら 一 人 の 英雄 が 現れ た 。 彼 は 、 炎 の 城 に お いて ミ 


ナク ス に 勇敢 に 立ち 向かい 、 つ い に 、 そ の 首 を 討ち 取っ だ の だ 。 こ うし て 、 第 
二 期 の 暗黒 時 代 は 終わ つ を 。 こ の こと は 、 ウ ル テ ィ マ II の な か が で 語ら れ て いる 。 
平 隠 な 時 代 は 20 年 間 続 き 、 国 は 繁栄 に 恵まれ 友 。 だ が 今度 は 、 奇 妙 な 燃え る 
島 の 出現 に と も な つて 、 不 吉 な 予言 が 広 ま つ て いつ だ 。 第 三 の 暗 黒 時 代 の 物語 
り は 、 吟 遊 詩人 、 イ オロ に よっ て ウル ティ マ 四 の な か で 語ら れ て いる 。 

ソー サリ ア 大 陸 に 生ま れ だ 初め て の 帝国 の 王 、 ロ ー ド ・ プ リティ ッシュ は 、 
古 の “人民 の 英雄 * た ち を 、 時 を 越え て 呼び 出し だ 。 呼び がけ の フラ リオ ン ( ラ 
WIN) に 遍 え て 集 ま つ だ の は 、4 人 の 個性 豊 な 冒険 者 だ ち で あつ だ 。 そ し て 
彼ら に 、 エ フ ソ ダ ス の 運命 が 委ね られ だ 。 得 体 の 知れ な い エ フ ソ ダ ス を 求め て 、 
長く 厳し い 旅 は 続い た 。4 人 は 、 魂 を 焼き 焦がす 数 多く の ダン ジョ ン に も ぐり 、 
旅 の 終わ り に は 、 全 員 の 身体 は 傷 ぎ ざら け に な つて し まつ た だ 。 不思議 な 時 の 神 ( タ 
イム ・ ロ ー ド ) の 助け も あつ て 、 一 行 は 巨大 な 蛇 、 プ グレ ー ト ・ ア ー ス ・ サ ー バ 
ント の 横 を すり ぬけ て 、 海 に 囲ま れ モ エクソダス の 砦 へ を どり つく と 、 そ こ に 
は 、 砦 の 石垣 が 目 の 前 に そびえ 立つ て いた 。4 人 が 宿敵 に 迫る 情景 を 語る 、 吟 
遊 詩 人 の 歌 の すばらし いこ と 。 最 後 の 戦い に つい て は 、 こ の 地 か ら 悪 は 去 つた 
と 言う 以外 、4 人 は 何 も 語 る こと は な い だ ろ う 。 こ の よう に 、3 人 目 の 悪魔 は 
滅び 去り 、 そ の 死 を も つて 、 プ リタ ニア の 暗黒 時 代 も 消え 去 つ を の で ある 。 
プリ ティ ッシュ 王 は 、 瓦 際 と 化し を ソー サリ ア を 、 本 土 は も ちろ ん 、 小 さ な 
島々 まで も 彼 の も と に 統一 し た 。 こ の 新しい プリ タニ ア 王 国 は 大 い に 栄え 、 
そこ に 住 お 者 た ち に 、 絶 えて 久 し か つ だ 平和 を も だ らし 、 各 地 に 点 在 し て い だ 
悪 の 孤立 し だ 軍勢 や 一掃 し だ 。 そ の 結果 、 運 が 悪い と 、 金 品 を 狙う オー フ ど も 
や 、 ヒ ル ・ ジ ャ イア ン ツ に 出くわす と いつ だ 程度 の 旅 の 危険 が 残る の み と な つ 
だ の だ 。 未踏 破 の 土地 を 除く て 、 ほ と ん どの 領土 が 地図 に 記さ れ た だ 。3 人 の 悪魔 
は 滅び 、 ブ プリ ティ ッシュ ユ 王 は 人 々 の 生活 の 向上 に 貢献 し 、 人 々 の 信望 を 厚く し 
て いっ つ だ 。 こ の 王 の 仕事 を 助け る 友 め に 、 国 内 の 互い に 遠く 離れ だ 3 つの 地点 
に 、 堅 固 な 建物 が 建て られ だ 。 ひと つ は 、 立派 な 天文 台 の ある ライ キ ユ ー ム 。 
ひと つ は 、 オ ー ク の 森 に 囲ま れ 、 賢 者 だ ち が 先 人 の 教え を 沈 思 する エン バス ・ 
アビ ー。 そし て 、 も う ひ と つ は 、 シル バー・ サ ー パ ント 騎士 団 の 城 。 プ リティ 
ツ シ ュ 王 の 騎士 道 精神 を 正しく 受け 継ぐ 者 だ けが 入団 を 許さ れる その 騎士 団 は 、 
勇気 の 権化 で あり 、 な に より も 高い 理想 の 体現 で あつ だ 。 

それ 以外 の 領土 は 、8 つ の 町 を 中 息 に 広がる 区 域 に 分 か おれ 、 そ れ ぞ れ の 町 の 
住民 は 、 独 特 の 理 訟 を 堅持 し て いた だ 。 ま た だ 、 町 と 町 の 間 に は 、 い くつ が か の 村 が 
点 在 す る 。 こ の よう に 、 プ リティ ッシュ 王 の 領土 は 、 組 織 さ れ だ の だ 。 
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エク ソ ダ ス の 最後 の 一 撃 は 、 そ れ ま で 知ら れ て い だ 世 界 の 様相 を 一 転 さ せ て 
し まつ だ 。 山 が せり 上 が り 、 多 こく の 陸地 が 海 に 没 し た 。 地 和束 の ほ と ん どの 部 分 
は 互い に 融合 し 合い 、 大 きく ひと つ に 塊 ま り 、 今 日 、 プ リティ ッシュ 王 が 治め 
る この プリ マニ ア 大 陸 と な つ だ の だ 。 周辺 の 島々 も プリ ティ ッシュ コ 王 の 支配 下 
に 入 つ だ が 、 そ の 彼方 に は 、 地 図 に も 記さ れ て いな い 砂 洲 が 存在 し 、 い まだ に 
悪魔 の 巣 が 残っ つて いる と 噌 さき れ て いる 。 

プリ ティ ッシュ ユ 王 の 壮 責 な る 城 は 、 プ リタ ニー 湾 を 臨む 大陸 の 中 心 に ある 。 
ご の 多層 建築 は 、 偉 大 な る 近代 建築 学 の 産物 な の で ある 。 臣下 だ ち は み な 、 ご 
の プリ タニ ア 城 を 訪れ る だ びに 、 王 に 臣従 の 礼 を 尽く し 忠誠 の 届 を 新た な に する 。 
その すぐ そば に 、 プ リタ ニア の 芸術 の 中 心 、 プ リ テ イ ン の 町 が ある 。 そ こ で は 、 
吟遊 詩人 大 ち が 、 歌 に 織り 込ん だ 古い 言い 伝え を 披露 し て は 、 訪 れる 人 々 を 楽 
し ませ て ぐれ る の で ある 。 








プリ ティ ッシュ 王 の 城 の 北方 に は 、 プ リマ ニア の 最高 峰 、 サ ー バ パンツ ・ ス パ 
イン (ROBE) 大 山脈 が 横 だ わ つ て いる 。 夏 の 間 は 、 険 し く 細 い 山 道 が 、 旅 
慣れ だ 者 だ ち に 尾根 の 向う 側 へ の 近道 と し て 利用 され る が 、 そ の 地域 を 根城 と 
する 旬 猛 な ひと つ 目 の サイ フロ プス や 、 ふ だ つ 頭 の エエ ティ ン に 襲わ れる 危険 性 
が 非常 に 高い 。 


山脈 の 北西 に は 、 デ ィ ー プ ・ フ オレ スト (深い 森 ) と 呼ば れる 広大 な 森 が 広 
が つて いる 。 そ の 、 高 くだ くま し く 育つ だ 木々 の 間 で 、 こ れ ま で に 何人 の 旅人 
が 道 に 迷 つ だ こと か 。 し か し 、 だ と え 踏 み 分 け 道 を 外れ て し まつ だ と し て も 、 
気 を 落と すこ と は な い 。 森 の どこ が に 、 謎 に 満ち た ドル イド だ ちの 住む 、 美 し 
い ユ ー の 町 が ある の だ 。 ユー の 高等 裁判 所 は 、 プ リタ ニア に お ける 重要 な 事件 
すべ て に 、 判 決 を 下 し て いる 。 そ の 判決 の 公正 さ は 、 あ まり に も 有 肥 名 。 ユ コー か 
ら そ う 遠 く な いと ころ に 、 プ リタ ニア の 精神 の 中 蛋 と し て 高 名 な る エン パス ・ 
アビ ピー 修道 院 が ある 。 そ の 神聖 な 建物 の な か で は 、 皿 人 だ ち が 、 古 の 師 が 残し 
だ 書 を 読み 、 宇 宙 を 支配 する プレ ー ト ・ プ リン シル バル (偉大 な る 原理 ) に つい 
て 、 眼 想 し て いる 。 正 し い マ ント ラ (祈り の 言葉 ) に 集中 し て 行う 限 想 は 、 よ 
いも の だ 。 強 い 忍 耐力 と 集中 力 を 持つ も の に 、 と き と し て 貴重 ね アドバ イス を 
与え て くれ る こと が ある 。 一度 は 経験 し て みる 価値 は あろ う 。 

ディ ー プ ・ フ オォ レス ト の 東 に は 、 美 し い 馬 の 産地 、 プ リタ ニア の ハイ ・ ス テ 
ッ プ ス (大 高原 ) が 広がっ て いる 。 盗賊 や 敵意 に 満ち た 魔法 使い た ちさ えい な 
けれ ば 、 旅 に は 良い と ころ だ 。 ハ イ ・ ス テッ プス は 、 古代 の 動乱 の 舞台 と な つ 
だ 、 神 秘 の 湖 に 通じ て いる 。 

ハイ ・ ス テッ プス を 越え る と 、 そ こ は 最 後 の 悪 の 大 部 隊 が 撃滅 され だ 戦場 と 
し て 名 高い 、 ブ プラ ディ ー・ プ レイ ン (血塗ら れ だ 平原 。 S<DENSBEES 
が 徳 を 求め て 戦い 、 こ の 地 に 消え て いつ だ 。 こ こ を 通る と き は 、 充 分 、 注 意 す 
る よう に 。 あ る 月 の 相 に な る と 、 一 度 死ん だ 者 だ ち が 再 び こ こ で 戦い を 始め る 
と 言わ れ て いる の だ 。 





ロス ト ホ ー プ ・ ベ イ (失望 の 入江 ) は 、 プ ラディ ー・ プ ブレ イン の 北方 に 位置 
し 、 堅 固 な る 町 ミノ ッ フ は 、 そ の 岸辺 に ある 。 国 中 で 最も 優れ た 工芸 職人 は 、 
みな ミノ ッ フ の 出身 で ある 。 ミ ノッ フク の 鍛冶 屋 の 腕 の すばらし さ を 知 ら な い 者 


は な い 。 ま た だ た 、 旅 人 に と つて 、 そ こ は 疲 れ を 癒す ウエ イフ エア ラー の 宿屋 の 
ある 町 と し て 、 親 し まれ て いる 。 ブ リマ ニア 大 陸 の 北東 の は ずれ は 、 未 だ 荒 廃 
し た まま の 状態 を 残し て いる 。 有 毒ガス を 漂わ せ て 、 不 用 意 な 旅人 を 毒 で 犯す 
沼地 に は 、 巨 大 な 昆虫 の 群 や 、 あ ら め る 邪悪 な 種類 の 野獣 が 身 を 潜め て いる 。 

プリ タニ ア 城 の 南方 に は 、 平 野 、 山 地 、 森 林 と 続き 、 さ ら に その 南 に は 、 プ 
リティ ッシュ 王 が 最も 信頼 し 、 崇 高 な 精神 を 擁護 する 騎士 の 故郷 、 ト リン シッ 
の 町 が ある 。 そ の 地方 の 最高 の 酒 を 集め た この 町 の 酒場 に は 、 鳴 の 宝庫 と も 
呼ぶ べき バー テン が いる 。 彼 に だ け は 、 チ ッ プ を は ずん で お こう 。 

プリ ダニ ア 大 陸 の 南端 に は 、 ち ょ うど 移 爪 の よう お 格好 を し だ ケー プ ・ オ プ ブ 
・ ヒ ー ロ ー ズ (英雄 だ ちの 岬 ) が ある 。 そ を の すぐ 西 に 浮か 必 バ ラリ アン 諸島 の 、 
壁 に 囲ま れ だ 町 ジェ ロー ム は 、 プ リティ ッシュ 王 の だ め に 最も 優秀 な 戦士 を 送 
り 出 し て きだ と ころ で あり 、 ま だ ここ の 宿屋 は 、 サ ービス 、 設 備 と も に 、 プ ブリ 
タニ ア 最 大 を 誇 つ て いる 。 

シル バー・ サ ー バ ント 騎士 団 は 、 ケ ー プ ・ オ プ ・ ヒ ー ロ ー ズ の 南 に 浮か 記 島 
に 、 そ の 本 部 を 置い て いる 。 そ れ は 、 森 に 囲ま れ だ 砦 で 、 彼 等 の 類 希 な る 素 仁 
必 り に 席 え だ プリ ティ ッシュ ユ 王 より 、 贈 られ だ も の な の だ 。 こ こ を ひと だ び 訪 
れ だ 者 は 、 和 騎士 道 と いう も の の 真 の 精神 を 教え られ る の で ある 。 

ブリ タダ ニア の 西海 岸 の 沖 に 浮か 必 島 は 、 豪 腸 な レン ジャ ー の 故郷 。 スカ ラ ・ 
ブ プレイ は 、 お お ら か で 、 く つろ い だ 雰 囲 気 の 町 で ある 。 そ こ で は 常に 、 奇 病 や 
痛ま し い 傷 に 悩ま され て いる 人 々 の だ め に 、 不 思 議 な ヒー ラー (治療 師 ) が 待 
機 し て いる 。 ヒー ラー は 、 貧し い 人 も 、 裕 福 な 人 も 区 別 せ ず 快 ぐ 治 療 を 施す 。 
そし て 、 困 つて いる 人 に は 、 決 し て 代償 を 要求 し な い 。 

プ ブリタ ニア の 北東 に は 、 か の ライ キ ユ ー ム が ある ベリ ティ ー 島 が 浮 ぶ 。 そ ご 
は 、 ひ と きわ 年越し た 心 を 磨く 、 プ リタ ニア の 高度 な 教育 の 中 収 地 。 天 体 の 動 
き に 関す る 貴重 な 情報 を プリ マニ ア 王 に 捧げ て いる ライ キ ユ ー ム の 天文 台 は 、 
また だ 、 国 中 の 出来 事 を 観察 する 見 晴らし 台 と も な つて いる 。 島 の 南端 に は 、 伝 
説 の 町 ムー ンプ ロウ が ある 。 ムー ング ロウ の メイ ジ (魔術 師 ) は 、 常 に 技術 の 
向上 に 護 し ん で いる 。 よ り 高 度 お 秘術 を 求め て 、 研 究 を 切る こと が な い の だ 。 
この 町 で は 、 最 高 の 品 質 の 秘薬 が ガ 手 に 入る 。 そ れ は 、 呪 文 な どの 魔法 技術 と 並 
ん で 、 魔 術 師 の 助け と な る 、 大 変 に 重要 な 物 な の で ある 。 


以上 が 、 今 日 知ら れ て いる ブリ タニ ア の 領土 で ある 。 小 さ な 村 も いく つが は 
点 在 する が 、 す べ て が 地図 に 記さ れ て いる わけ で は な い 。 ま だ 、 海 岸 線 に し が 
み 付 こよ うに 散ら ば つて いる 、 さ ま ざ ま お な 形 の 島々 が 見 られ る が 、 そ の ほとん 
ご ど は 無人 で 、 不 毛 な と ころ で ある 。 だ だ 、 旅 人 が 気 を 付け な けれ ば な ら な い 群 
島 が 、 一 個所 だ け あ る 。 フ ェ ン ズ ・ オ プ ・ デ ッ ド ROB) と 呼ば れる 海域 に 
BORBNE. ウィ スプ 、 幽 電 、 リ ッ チ 、 ゾ ー ン な どの 化物 に 、 そ こ で 出会っ 
た と いう 報告 が 届い て いる 。 

現在 ある 地図 は 、 ど れ や 完全 で は な い 。 ま だ 、 火 を 吐く ドラ ゴン 、 い くつ も 
の 頭 を 持つ と ドラ 、 角 を 生やし だ デビ ル 、 燈 岩 ト カゲ 、 さ ら に は 恐ろし い バ パル 
ロン まで が 住む 、 未 踏 の 島々 が ある と さえ 言わ れ て いる 。 ま た 、 文 明 の 届か な 
い は る が 彼方 に は 、 住 民 が あま り に 、 駐 り 高 が つめ に 神々 の 破壊 に 合っ だ 、 
あの 伝説 の 町 マジ ダン シア の 廃 井 が ある と の 鳴 も ある 。 大 理 石 の 宮殿 も 庭園 も す 
べ て 荒れ は て 、 裕福 で 高慢 な 住民 だ ち は 、 幽 器 と な つて 町 を 呪 つ て いる 。 HEC 
の 言い 伝え を 確か め だ わ け で は な い が 、 人 の 翌 い 心 を 震え 上 が ら せ 、 富 を 持ち 
すぎ る 者 に 謙虚 な 届 の 大 切 さ を 教え る 教訓 こなつ て いる 。 





大 陸 の 海岸 線 に 沿 つ て の 海 の 旅 は 、 比 較 的 、 安 全 で ある が 、 野 論 な 海賊 ども 
が 、 近 年 プリ タニ ア に 出没 し 、 海 辺 の 住民 に 恐怖 を ふのり まい て いる 。 洛 賊 に 、 
捕虜 を 取ら れる こと だ け は な いよ うに 、 注 意 せ よ / は る が 沖 へ 出る と 、 さ ま 
ざま な 不思議 な 生物 に 出くわす で あろ う 。 間 雲 な 航 浦 は 、 え て し て 、 ジ ヤ ャ イア 
ト ・ ス フイ ッ ド 、 ニ フク シーズ 、 奏 を も つ サ ー パ ント 、 謎 の シー ホー ス な ど に 遭 
通す る こと と な る 。 そ し て 、 洞 巻き や 龍 巻 き は 、 胴 乗り に と つて は 、 時 と 場所 
を 選ば ず 、 常 に 最も 恐ろし い 存 在 な の で ある 。 

この 次 に プリ タニ ア の 歴史 が 編 筐 され る と き に は 、 旅 人 が 持ち 帰っ だ より 多 
こく の 情報 を も と に 、 さ ら に 詳し い 地 図 が 載せ られ る こと を 期待 し よう 。 最 後に 、 
これ か ら 旅 人 と な らん と する 者 ヘーー ダ ンジ ョ ン と その 地下 通路 に は 、 気 を 付 
け だ まえ / 
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プリ ティ ッシュ 王 の 定め に より 、8 つ の 町 は 、 そ れ ぞ れ 8 つ の 主要 な 産業 を 
持つ 、8 つの 職業 と 文化 の 中 心地 と し て 発展 させ られ て きだ 。 こ の 方 法 は 、 秩 
序 あ る 社会 を 、 個 性 豊か が な 住民 だ ちの 間 に 、 こ れ と いつ だ いさ か い を 起こ すこ 
と な く 発 展 さ せる こと に 成功 し た の だ 。 も ちろ ん 、 自 分 の 望む 職業 に 就く だ ため に 、 
生ま れ だ 町 を 離れ る こと は 自由 で ある 。 実際 に そう し て いる 人 も 、 珍 し く な い 。 


メイ ジ (魔術 師 、 魔 法 使い ) 

ライ キュ ユー ム の 近く 、 ム ー ン グロ ウ が ガブ リタ ニア の 魔術 師 の 町 。 そ の 図書 館 
に は 、 古 代 の 魔法 の 巻物 が 多く 集め られ て いる 。 職 業 上 の きま り に よっ つて 、 魔 
術 師 は 、 布 の 服 以外 の 着用 は 許さ れず 、 武 器 は 、 ス タッ フ WO. 、 ダ ガー ( 短 
BI), 、 ス リン グ (投石 帯 ) し か 使う こと が で き な い 。 も つと も 、 和 熟練 し だ 魔 
術 師 は 、 魔 法 の 武器 を 使い こなす と の 鳴 も な いわ け で は な い 。 魔術 師 の 第 一 の 
武器 は 、 も ちろ ん 魔法 で ある 。 替 練 すれ ば する ほど 、 よ のり 強力 な 魔法 を 編み 出 
すこ と が で きる 。 最 も 強力 な 魔法 に は 、 文 字 ど お り 、 大 地 を 揺り 動か し だ り 、 
死人 を 路 ら せ を だ りす る も の も ある と いう 。 





て A al 


魔術 師 (Mage) SEA (Bard) 


戦士 (Fighter) 


バー ド (吟遊 詩人 ) 

プリ テイ ン の 除 遊 詩人 は 、 す ば らし い 歌 や 武勇 伝 な ど を 聞か ガ せ て 、 私 だ ち を 
楽し ませ て ぐれ る 。 彼 ら は 、 単 に 歴史 的 な 英雄 の 物語 を 多く 記憶 し て いる と い 
うだ け で な く 、 そ れ を 実に 感動 的 に 語っ て くれ る の だ 。 了 吟遊 詩人 は 、 武 器 に は 
スリ ング を 好 お が 、 ク ロス ボウ (GS) を 使用 する こと も ある 。 詩 人 で ある 彼 


ら に と つて 、 EBORTSEISHRECHEORTEN, EEEROSGOLYE 
よう と は し な い 。 バ ー ド は また だ 、 魔 法 に も だ け て いて 、 長 旅 に は 、 ぜ ひ 連 れ て 
行き を いひ と り で ある 。 


ファ イタ ー (戦士 ) 

強い 戦士 は 、 ジ エロ ー ム の 町 ひら 生ま れる 。 役 ら の 一 生 は 修業 の 連続 で あり 、 
あら ゆる 武器 、 あ ら ゆ る 防具 を 使い こなす 。 な か で も 一 番 好 まれ る 武器 は 、 達 
人 の ま に 掘ら れる と 、 壊滅 的 な 破壊 力 を 発揮 する と され て いる ダブ ル エ ッ ジ ド 
・ プ リタ ニア ・ ソ ー ド (両刃 プリ タニ アカ ) で ある 。 戦士 に は 、 魔 法 の オ 能 は 
ほとん ご ど と 言っ て いい ほど な い 。 彼 ら は 、 魔 法 の 修行 は 真 の 戦士 の 意志 と 集中 
力 を 失わ せる と 恐れ 、 武 器 だ け を 信じ て いる の だ 。 馬 に 特別 の 愛情 を そそ ご ぐ 彼 
ら は 、 ま だ 、 未 踏 の 地 へ の 冒 際 に は 、 実 に 頼も し い 道 連れ で ある 。 
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ドル イド 僧 (Drulds) 








か じ 屋 (TInker) 


ドル イド (ドル イド 僧 ) 

愛す る 森 が 危険 に さら され る と 、 彼 ら は 恐れ を 知ら な い 戦 士 と な る 。 彼ら に 
と つて 、 樹 木 は 神聖 な 存在 で あり 、 役 ら の 町 ユー も 、 深 い 森 に 包ま れ て いる 。 
魔法 に 造語 が 深く 、 薬 草 の 知識 に お いて 彼ら に 秀 で る 者 は な い 。 ま た だ 、 各 種 の 
弓 の 名 手 で も ある が 、 な ぜ が 好み の 武器 は メイ ス ( つ ち ほ こ ) で ある 。 ド ルイ 
ド 僧 の 哲学 は 、 あ ら ゆ る 金属 の 着用 を 茜 じ て いる 。 そ の だ め 、 鎧 は 革 製 の も の 
の み が 許 され る 。 森 林 を 歩く と き 、 彼 は きつ と 、 届 強い 仲間 こ な る で あろ う 。 


ティ ンカ ー( が じ 屋 ) 
ミノ ッ ク の か じ 屋 は 、 優 れ だ 職人 で ある と 同時 に 、 最 高 の 戦 士 で も ある 。 一 
般 に 彼ら は 、 魔 法 は あま り 信 用 し て いな い 。 手造り の 工芸 品 だ けが 真 の 価値 を 


有する と 信じ て いる だ め 、 滅 多 に 魔法 は 使わ な い 。 あ ら ゆ る 武器 を 使い こなす 
が 、 な か で も ダブ ル エ ー デ ッ ド ・ バ トル ・ ア ックス (LBBB) PERC 
入り で ある 。 ま だ 、 魔 法 の 力 を 持 だ な い 、 あ ら ゆ る 防具 を 身 に 付け る こと が で 
きる 。 か が じ 屋 が 仲間 じい れ ば 、 金 属 製 、 木 製 の 道具 の 修理 に は 、 事 欠か な い の 
で ある 。 


パラ ディ ン ( 和 騎士) 

プリ タニ ア の 南 の 端 、 ト リン シッ ク の 町 に は 、 す ば らし い 騎 士 が 住ん の で いる 。 
彼ら は 戦術 と 武器 の エキ スバ ー ト で あり 、 魔 法 の 鎖 が た びら を 着る と いう 点 で 、 
他 の 職業 に 就く 者 と は 異な っ て いる 。 善 の 尊 さ を 強く 信じ る 貝 と 、 鋭 い 第 六 感 
が 、 彼 ら の 魔法 の 力 を より 強い も の に し て いる 。 騎士 は 、 こ の よう に 、 敵 に ま 
わす と 恐ろし い 相 手 と な り 、 味 方 に する と 貴重 な 仲間 こ な る 。 


レシ ジャ ー 

大 陸 の 西海 岸 池 に 、 レ ンジ ヤー の 住む 美しい 島 ガ 浮か ん で いる 。 彼 ら は 、 安 
住 の 地 ス カラ ・ ブ レイ ガ ら 飛び 出し て 、 国 中 の 人 々 の 健康 の だ ため に 骨 身 を 削 つ 
て いる 。 レンジャー は 、 森 の 知識 に 精通 し て いて 、 戦 闘 で は 、 ほ と ん どす べ て 
の 武器 を 使 つ て 勇壮 に 戦う 。 し ガ し 、 防 具 は 革 製 の 負 の み を 使用 する 。 魔法 に 
も かなり 熟練 し て いて 、 荒 野 で は 、 追 跡 の 名 人 で ある 。 


シ エ フ ァ テー ド ( 羊 飼い ) 

羊 飼い が 、 戦闘 と 魔法 の どちら に 秀 で て いる の は 、 あ まり よく 知ら れ て い 
な い 。 し か し 、 謙虚 で 国 中 の 道 を よく 知 つて いる 羊 合い を 旅 の 仲間 に 加え る ご 
と は 、 非常 に 価値 の ある こと で ある 。 





Pa どこ の = いい | 
レン ジャ ー(Ranger) #&81\(Shepherd) 








プリ タニ ア の 旅 は 、 一 人 きり で する も の と は 決ま つて いな い 。 そ れ ぞ れ の 町 
で 、 旅人 は すべ て の 住民 と 会 話 を し な けれ ば な ら な いこ と が ある 。 そ し て も し 、 
梁 自 身 の 人 生 匠 学 と 近い も の を その 町 で 感じ だら 、 そ この ひと り に 、 仲間 に 加 
わる よう 尋ね る が よい 。 その 誘い が 快く 受入 れ ら れ だ な ら 、 そ の 者 は 、 汐 と 共に 
旅 し 、 梁 を 助け 、 共 に 戦う で あろ う 。 波 が 己 の 信 意 に 忠実 で ある みぎ り 、 そ の 
者 も 、 汐 に 忠実 で あり 続け る は ず で ある 。 も し も 溢 が 、 行 動 や 言動 に お いて 政 
の 道 を 踏み 外し て し まつ だ ら 、 没 は 彼ら に 捨て 去ら れ 、 運 命 の な か に 取り 残さ 
れる こと だ ろう 。 彼 ら は 、 召 使い で も 雇 わ れ 人 で も な い 。 自 由 意 志 で 行動 を 共 
に する 仲間 を ち で ある と いう こと を 、 忘 れ て は な ら な い 。 彼 ら は 、 光 を リー ダ 
ー と し て 深く 信頼 し 、 持 物 や 金 を すべ て 溢 の 管理 に まひ せる で あろ う ガ ら 、 由 
し て 、 そ れ を 使う よう に 。 
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村 に も 店 は あり 、 特 産品 や サー ビス を 売り 物 に し て いる 。 利口 な 旅人 は 、 便 利 
で 値段 も 手頃 な 品物 を 見 つけ る の が うま ぐ 、 食事 や 宿泊 の 場所 も 、 数 多く ある 
な か が が ガ ら 選ん で 利用 する 。 

プリ タニ ア の 貨幣 は 、 プ リティ ッシュ 王 の 紋章 を も と に デザ イン され て いる 。 
それ は 、 人 金貨 の 上 に 、 銀 の 蛇 が 浮き 彫り に され て いる の だ が 、 あ まり に も 製造 過 
程 が 複雑 で ある だ め に 、 ご これ まで に 完璧 な 偽造 が 行わ れ だ こと は な ぐ く 、 価 値 が 
下がっ だ こと も な い 。 こ の 金貨 は 、 プ リタ ニア の 安定 の 基礎 で あり 、 ど こ で も 
立派 に 通用 する 。 こ の 国 の 金貨 は 、 だ び だ び 発 見 され る 橋 の 中 か ら 出 て くる こ 
と が ある 。 ま だ 、 地 下 深 く 、 暗 い ダ ンジ ョ ン の 中 で も 見 つか る こと が ある 。 だ 
だ し 、 ほ と ん どの 括 に は 、 泥 棒 よ け の だ め の 魔 法 の 罠 が 仕掛 け て ある か ら 、 気 
を つけ る よう に 。 

ご ここ に 、 人 気 の ある 何 件 か の 店 の 商品 リス ト の 一 部 が ある 。 


武器 店 
ここ に 、 が か じ 屋 が 鍛え 得る 最も 優れ だ 武器 が ある 。 を それぞれ の 町 の 職人 の 技 
量 に よっ て 、 店 に は 次 に 並べ る 武器 の どれ か が 置か れる こと に な る 。 


スタ ッ フ ( 杖 =Staff) ソー ド ( 刀 =Swor9d) 

ダガー (R&l=Dagger) ボウ (5=Bow) 

スリ ング (投石 帯 =Sling) クロ ス ボ ウ (65=Crossbow) 
ATA ( つ ち ほ こ =Mace) フレ ー ミ ング ・ オ イル (燃え る 油 =Flaming Oil) 
アッ クス (F=Axe) ハル バー ド (@#=Helberd) 


武器 屋 は 、 中 古 の 武器 の 買い 取り も し て これ る 。 取 引 は 公正 で ある が 、 戦 い 
で ボロ ボロ に な つ だ アッ フス な ど に 、 あ まり いい 値段 は 期待 し な い ほ うがい い 
だ ろう 。 


m 


防具 店 
プリ タニア で は 、 す ば らし い 防 具 が 手 に 入る 。 これ は 、 没 の 脇腹 を 追い 剥ぎ 
の 短 別 か ら 守 る だ め の も の 。 町 の 防具 店 で は 、 次 の いずれ か を 買う こと が で きる 。 


クロ ー ス ( 布 の 服 =Cloth) チェ ー ン (&HEUS5=Chain) 
レザ ー (0%=Leather) プレ ー ト ( 鉄 の 鎧 Plate) 


防具 店 も 、 古 い 防具 の 下取り を 行 つ て いる 。 し か が し 、 下 取り 値段 は な か な か 
厳し い 。 ファイター が 新しい 防具 を 探し に 店 に や つて 来る 頃 に は 、 彼 ら の 使 つ 
て いる 防具 は 、 も うば ら ば ら に な つて 崩れ 落ち そう な ほど ボロ に な つて いて 、 
スク フラ ッ プ と し て の 価値 し か 残 つ てい ない ガ ら な の だ 。 


酒場 

プリ ティ ッシュ 王 の 家 来 だ な ち は 、 プ リタ ニア の 酒場 を 大 変 に 高く 評価 し て い 
る 。 そ の 丁重 な も て な し だ け を 見 て も 、 彼 ら の 言わ り の と する こと は わ ガ る 。 ど 
の 酒場 で も 、 す ば らし い 酒 と 食事 が 旅人 に 供 さ れ ね る 。 まだ た 、 バ パー テン は 、 ご どう 
し よう も な い お 喋 り で 、 適 当 な 金 を 払 つ て 、 適 当 な 質問 を すれ ば 、 珍 し い ニ ユ 
ー ス が 聞け る か も し れ な い 。 公 衆 の 面前 で 酔っ ばら うこ と は 、 プ リマ タニア 全土 
で 禁止 され て いる か ら 、 ど うか 、 沿 を 伸ばす の も 、 分 別 を も つて 、 ほ ど ほ ど に 
願い た い 。 





食糧 品 店 

困 か ら 遠 離れ た 地 で 、 仲 間 た ち が 鍼 死 し て ゆ ぐ の を 見 る こと ほど 、 辛 いも 
の は な い 。 そ れ と いう の も 、 遠 征 隊 の 代表 者 (NCHS) が 充分 な 食糧 を 買 つ 
て お か な か つ だ か ら だ 。 機会 ある ご と に 、 食 糧 は 買い 込ん る で お く こ と だ 。 仲間 
だ ち は 、 き つと 溢 の 先見 の 明 に 感謝 する こと だ ろう 。 


治療 院 

いく つか の 町 に は 、 致 命 的 な 傷も 治 つ て し まう 、 あ り が だ い 治 療 の 場 が ある 。 
仲間 だ ちの 治療 も 忘れ ず に 。 荒れ 果て た 土地 で は 、 健康 な バー ティ ー だ けが 生 
き て ゆけ る 。 怪 物 の 吐き か け だ 毒液 に 侵さ れ だ 者 を 治せ る の は 、 治 療 師 だ け で 
あろ う 。 


宿屋 

数 多い プリ タニ ア の 宿屋 は 、 疲 れ 果 て だ 旅人 に 、 届 地 よ い 夜 の 眠り を 与え 、 
旅 の 仲間 全員 に 活力 を 蘇ら せ て くれ る 。 宿 の 雰囲気 は 、 町 ご と に 異な り 、 料 金 
も まだ 様々 で ある 。 


薬草 店 

魔法 の 修行 者 は みな 国 中 を 歩き まわ つて 、 ご この 店 を 探す 。 そ こ で は 、 呪 文 の 
だ め の 調 合 物 の 成分 、 魔 術 師 の 間 で は 秘薬 と 呼ば れ て いる も の が 売ら れ て いる 
の だ 。 ご この 調合 物 な し に は 、 ど ん な 呪文 も うまく お ガ ける こと が で き な い 。 あ る 
薬草 は 、 あ まり に 希少 で ある だ め 、 滅 多 に 店 頭 に 出 な いも の も ある 。 現在 知ら 
れ て いる 秘薬 は 、 


硫黄 の 灰 (Sulphurous Ash) Mz (Blood Moss) 


BRAS (Ginseng) REK (Black Pearl) 
am (Garlic) ナイ トシ ェ ー ド (Nightshade) 
<50% (Spider Silk) マン ドレ イク (Mandrake Root) 


貴重 な 秘薬 を 無駄 にし な いよ うに 、 調 合 は くれ ぐれ も 慎重 に 。 
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ギル ド 

ギル ド (泥棒 組合 ) は プリ タニ ア か ら 追 放さ れ だ の だ が 、 ま だ 海 の 上 の どこ 
が 、 お そら ぐ は 、 地 図 に 記さ れ て いな い 島 で 活動 し て いる と いう 鳴 が ある 。 だ 
ぶん 彼ら は 、 海 賊 ども を 通し て 、 な ん と が 大 陸 と の 連絡 を 保つ て いる の だ ろう 。 
以前 、 ギ ルド で 扱わ れ て い だ 品 物 は きわ め て 高価 で あつ だ が 、 ち よ つ と 変わ っ 
た 体験 を し て みた だ く て 、 わ ざと 人 の 道 を は げ ずれ よう と する 人 間 に と つて は 、 そ 
れ な り に 価値 の ある も の も し れ な い 。 


以上 が プリ タニ ア の 主 お 商店 で ある が 、 あ と いくつ か が の 知 つ て お くべ も き 場 所 
を 記し て お ぐ 。 


神殿 

ここ で は 、 各 町 の 信 収 深い 人 々 が 、 自 ら の 人 生 の 道 に つい て 大 起す る 。 そ れ 
ぞ れ の 神殿 は 、 そ れ ぞ れ に 異な つた マン トラ (( 祈 り の 言葉 ) に 反応 する 。 調 和 
と 集中 が 、 限 想 の 鍵 と な る 。 悟 り は 、 苦 労 し て 初め て 得 ら れる も の で ある 。 


シア ー・ ホ ー ク ウイ ンド (予言 者 ) 

プリ タニ ア 城 内 に 、 宮 廷 予 言 者 ホー フウ イン ド が 住ん で いる 。 多 く の 人 間 が 
正しい 人 道 を 歩も うと する が 、 正 し い 人 道 を 見 出せ る 者 は 非常 に 少な い 。 人 生 の 道 
に お いて 前 進 し た けれ ば 、 予 言 者 に 助言 を 求め る の だ 。 彼 は 、 光 の 届 の 奥底 を 
覗い て 、 液 の 前 進 あ る い は 失敗 を 読み 取る 。 助 言 を 聞け 。 さ れ ば 、 迷 い 出 友 足 
も 再び 正しい 道 に 戻る で あろ う 。 





we tgs 
ZA 

数 百年 も の 間 、 旅 は 徒歩 と 決ま つて い だ 。 徒歩 に よる 旅 は 、 景 色 を 楽し む に 
は よい が 、 広 大 な 大 陸 の 端 ひ ら 端 まで を 歩く と な る と 、 恐 ろ し ぐ 時 間 が か か つ 
て し まう 。 危険 お こと も 多い プリ タニ ア の 旅 で は ある が 、 そ れ も 、 じ き に ずつ 
と 手軽 な も の と な る だ ろう 。 プ リマ ニア 王 の 保護 に よ つ て 進め られ て い だ ム ー 
ン ・ ゲ ー ト (APS) の 研究 に よ つ て 、 謎 に 包ま れ て い だ そ の 特性 が 、 明 ら か に 
され て きだ の だ 。 将来 、 人 々 は ムー ン ・ ゲ ー ト を 遠方 へ の 旅 の 手段 と し て 、 ご 
ぐ 日 常 的 に 利用 する よう に な る と 、 だ れ も が 予想 し て いる 。 そ れ ぞ れ の 門 の 出 
DE 双子 月 、 ト ラメ ル と フェ ルッ カ の 満ち 欠け に よ つ て 、 厳 格 に 決定 され て 
いる らし い 。 門 の 出現 と 消滅 に は 、 確 に 双子 月 と 密接 な 関係 が ある 。 門 の 出 
現す る 位置 は 、 プ リタ ニア の どん な 地図 に も 、 月 の 相 の 形 で 表 さ れ て いる 。 門 
の 活動 は 、 ト ラメ ル の 相 で 示さ れ 、 現 れ だ 門 に 入 つ だ 後 の 行き 先 は 、 フ エル ツ 
カ の 相 で 示さ れ て いる の で ある 。 


プリ タニ ア の 地形 は 、 特 徴 的 な 6 つの 種類 に 分 類する こと が で きる 。 


草原 

最も 歩き や すい 平坦 な 土地 。 そ こ に は 、 プ リタ ニア の 牧草 が 青々 と 茂り 、 家 
畜 を まる まる と 太ら せ て ぐれ る 。 旅 人 は 、 何 の 傷害 も な く こ の 土地 を 歩い て ゆ 
くだ ろう 。 


xR 

BAORP OBS, CPBTERHICTS. な に も な いと ころ を 歩 ぐ と き の 、 
約 4 分 の 3 の 速度 に 落ち て し まう の だ 。 大 きめ の 滝 木 の ま わり に は 、 キ ャ ンプ 
ファ イア ー に 最適 の 小 核 ガ な くさ ん 落ち て いる 。 


森林 

うっ そう と し だ 森 の な か で は 、 あ る く ぐ 速 度 は 普段 の 約 半 分 に まで 落ち て し ま 
う 。 ド ルイ ド が 愛す る 極 の 木 が び 、 こ こ で は 圧倒 的 に 多く 、 続 いて 、 セ イ ヨ ウ ト 
ネリ コ 、 セ イ ヨ ウ ブナ の 大 木 が 立ち 並ん で いる 。 森 の な か で は 、 ま つ だ く ぐ く 見 通 
し が きか が ない 。 
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丘陵 地 

羊 飼い に よく 好ま れる 起伏 の ある 地形 で は 、 歩 行 は 困難 を 究め る 。 ど れ ほ ど 
困難 か と 言え ば 、 強 融 な 足 を 持つ 山羊 だ けが 、 カ タツ ムリ より も 、 ほ ん の 少し 
速く 歩け る 程度 で ある 。 


沼地 

沼地 や 湿地 帯 は 非常 に 危険 で ある おら 、 い か な る 犠牲 を 払 つ て で も 、 避 け て 
通る べき で ある 。 歩行 は ぬか る み の だ め に 、 普 段 の 約 半分 の 速度 に 落ち る と い 
つ だ 程度 だ が 、 沼 が 放つ 有毒 な ガス の だ め に 、 そ こ を 歩く 者 は 、 命 を 失い か ね 
な い の だ 。 


山岳 地 

プリ タニ ア で は 、 登山 技術 は 発達 し て いな いた だめ 、 一 般 の 旅行 者 に と つて 、 
山岳 地 は 閉ざさ れ だ 地域 と な つて いる 。 山 の 向う 側 を 見 通す こと も 、 不 可能 で 
ある 。 


馬 を 手 に 入れ る と 、 陸 上 の 旅 は 大 幅 に 高速 人 され る 。 ラ イキ ユー ム の 賢人 だ 
ち は 、 空 気 より 軽い 乗物 を プリ ティ ッシュ コ 王 の だ め に 開発 し て いた が 、 数 ヵ月 
前 に 何者 か に 盗ま れ て 、 今 は 、 ど こ へ 行 つ て し まつ だ の か まつ だ くわ か が ら な い 。 

旅 の 間 に は 、 予期 せ ぬ こと が 起こ っ て 、 液 や 波 の 仲間 だ ちの ヒッ ト ・ ボ イン 
ト が 下 が つ て し まう こと が ある 。 そ ん お な 日 の 夜 は 、 キ ャ ンプ を 張 つ て 休む お と よ 





い 。 周 囲 を うろ つぐ 野獣 に 邪魔 され ね な けれ ば 、 全 員 が 体力 を 回 復 す る こと が で 
きる で あろ う 。 

海上 に お いて は 、 船 の 巧妙 な 操 能 が 波 の 運命 を 決め る 。 強 力 な 大 砲 も 装備 し 
て いる が 、 側 毅 か らし か 砲撃 は で き な い 。 立 派 な 船乗り に な る だ め に は 、 ま ず 
水 と 風 を よく 知る こと で ある 。 

海 は 、3 つ の 海域 に 分 けら れる 。 大 き な 波 で 表 さ れる 、 深 い 海域 。 小 さ な 波 
で 表 さ れる 、 涯 い 海域 。 さざなみ が 表す 、 涯 瀬 。 湊 す ぎ て 、 船 は 通過 で き な い 。 
波 の 形 が 変わ つた ら 、 陸 が 近い こと を 知っ つて お く こ と が 大 切 だ 。 こ の 知識 は 、 
婆 の 航海 に 大 い に 役立つ は ず で ある 。 

プリ タニ ア の 風 は 、 常 に どちら か ガ の 方 向 に 向 ひ つて 吹い て いる 。 あ る 一 定 の 
方向 に 吹き 、 時 間 が だ つと 、 ま だ 違う 方 向 に し ば ら ぐ 吹く 。 こ の 現象 を 利用 レ 
て 、 船長 は 巧み に 船 を 進め る こと が で きる 。 逆風 で 進む と き は 、 速 度 は 最も 遅く 
4 分 の 1 。 追い 風 で 進む と き は 、 速 度 は 上 が つて 、4 分 の 3。 風 を 横切る か だ 
ち で 進む 場合 ( 西 属 で 北 へ 進む よ うな と き ) に の み 、 船 は 最大 速度 で 航行 で きる 。 

怪物 や 海賊 の 乗船 を 阻む だ め に 、 砲 台 の ある 左前 や 右 航 を 敵 に 向け る よう 、 
操 能 せよ 。 流 の 船 に は 防御 値 が ある 。 それ が 0 に な つ だ たら 、 船 は 沈没 し て 、 没 
と 仲間 を ち は 人 全滅 で ある 。 捕 ら え だ 海賊 船 は 、 沈 みか けた 波 の 船 の 代わ り と し 
て 乗り 換え る こと が で きる 。 操 能 技術 が 身 に 付く まで は 、 海岸 近く で 練習 する 
こと を 勧め る 。 大砲 は 、 陸 上 の 生き 物 に 対し て も 有効 で や る が 、 な か に は 、 飛 
行 能 力 を 備え て いて 、 海 を 越え て 追い か け て くぐる 怪物 も いる こと を 忘れ な いよ 
うに 。 
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BAS BE で てく ぶ 4 ぼう ぐ 
FOO Rs eR 
武器 


手 : すべ て の 武器 を 失 つ だ あと に 残る も の で ある 。 素手 で も 、 弱 い 怪 物 ぐ らい 

な ら 倒 せな いこ と は な い が 、 攻撃 成功 の 確率 は 、 高 いも の で は な い 。 

スタ ッ フ DO : 硬質 材 か ら 彫 り 出 され た 、 長 さ 6 フ ィ ー ト の 棒 。 製作 の 過程 

で 魔法 が 使わ れ ね て いて 、 見 掛け よ たり も は る か に 強力 で ある 。 プ リ テ イ ン の 武器 

店 で に 入る 。 魔術 師 の 愛用 する 武器 で ある 。 

ダガー (BR) : 長き 10 イ ンチ の みごと に 鍛え られ だ 鉄 ひ か ら 、 プ リタ ニア の 標 

準 的 な 短刀 は 作ら れる 。 伝統 的 な か ご 柄 は 、 見 る か ら に 機能 的 で ある 。 初 羽 者 

に 最適 な 武器 で ある 。 

スリ ング BER) : 一 般 的 な 投石 帯 は 、 24 イ ンチ の 布 を ふ だ つ に 折り 、 革 の 

カッ プ を 取り つけ だ も の 。 ど こ に で も 転がっ つて いる 石 を 投射 物 と し て 使う た め 

費用 の か か ら な い ミ サイ ル 兵 器 お な の で ある 。 つ き に 見 放さ れ だ 旅人 の 、 計 遠 の 

友 で ある 。 

ATA ( つ ち ほ ご ) : 21 .5 イ ンチ の 厚 さ の 極 の 柄 の 先 に 、 鉄 を 打つ だ 鉄 の 玉 が 

付い て いる 。 これ が プリ タニ ア 式 の メイ ス 。 破壊 力 は 、 一撃 で 敵 の 頭蓋 骨 を ご こ 
ご な に 砕く ほど 。 ド ルイ ド 僧 の 愛用 の 武器 で ある 。 

アッ クス (F) : 両側 に 2 フィ ー ト の 刃 び が つい だ この 戦闘 大 を 振り 回 は ば 、 そ 

こ は 戦 場 と 化す 。 鉄 と 木 の 職人 、 が じ 屋 は 、 こ れ を 最も 好 ん で 使う 。 

ソー ド (D) : これ ぞ 、 本 当 の 戦士 の 武器 。4 フ ィ ー ト の 冷た だ く 青 光り する 鉄 

の 肌 は 、 立 ち 向う 者 の 届 誠 に 恐怖 を 突き 立て る 。 当 然 、 刀 は 戦士 の 愛用 の 武 

器 で ある 。 

ボウ (SR) : 実に 頼り に な る 長 距離 兵器 。 襲 いか か られ る 前 に 、 敵 を 倒す 。 

プリ タニ ア の 弓 は 、 最 上 の イチ イ の 木 か ら 作ら れる 。 FNTOAS|A, ABC 

で 磨き が が けら れ 、 の 両端 は 動物 の 角 で で きた 矢 第 で 装飾 され て いる 。 A 

弱 な 防具 し ガ 身 に 付け な い 者 が 、 こ ご れ を 愛用 し て いる 。 

ロス ボウ (55) : これ が 、 本 当 の 飛び 道具 で ある 。 そ の 威力 は 、 暴 れ 回 る 

トロ ル を 一 発 で し ず な に させ る こと が で きる ほど 。 苦 か ら 石 弓 は マホガニー 

で 作ら れ 、 胴 の 両 脇 に は プリ ティ ッ シ コ 王 の 紋章 で ある 銀 の 蛇 を 彫刻 し だ 化粧 

板 で 飾ら れ て いる 。 紋 の 歌う よう な お 音 の だ め に 、 吟 遊 詩 人 の 間 で 石 弓 は 人 気 が 

高い 。 


フレ ー ム ・ オ イル (燃え る 油 ) : ぴん に 入 つ だ 燃え る 油 の 使用 は 、 ブ プリ タニア 
で は 革新 的 な 発見 で あつ だ 。 偉 大 な る 8 つの 職業 に 就 そ こも の な ら 、 だ れ に で も 
使う こと が で きる 。 火 の 点 い だ 油 を 振り 回 し て 望み の 方 向 に 投げ る 。 する と 、 

そこ に の 道 が で き 、 数 分 間 燃 え 続 ける 。 ど ん な 相手 も 、 こ の 炎 の 中 に 一 度 

入る と 重傷 の 火傷 を 員 い 、 炎 が 消え だ 後 も 、 タ ー ン 毎 に ダメ ー ジ を 受け 続け る 
の だ 。 重 傷 を 負っ だ 者 や 、 助 け を 求め る 者 に と つて は 、 実 に 強い 味方 で ある 。 

ハル バー ド (GEA) : : アフ ィ ー ト の 頑丈 な 棒 の 先 に 、 鋭 い 鋼 の 刃 が 付い て いる 。 
ハル バー ド を 効果 的 に 使い こなせ る の は 、 身体 全身 で 調和 の と れ だ 運動 が で き 
る 人 間 だ け と され て いる 。 前 方 で 戦 つ て いる 仲間 の 頭 越し に 、 瑞 に 攻撃 を 加え 
る こと が で きる この 武器 を 達人 が 握る と 、 大 変 に 恐ろし いも の と な る 。 和 騎士 が 
愛用 する 。 


魔法 の 力 を 秘め だ 武器 が 、 そ こ か し こ で 見 つか つ だ と いう 話 も 聞く が 、 だ し 
ガ な 場所 は わか ら な い 。 旅 人 は 、 そ れ を 見 つけ だ と き の だ め に 、 そ れ が 使え る 
まで に 自分 を 鍛え て お か な けれ ば な ら な いと 、 言 われ て いる 。 
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防具 

M: どの 防具 も 身 に 付け て いな い 状 態 で ある 。 

90-7 ( 布 の 服 ) : ほか に 着る も の が な い 農 民 や 、 職 業 上 の 理由 で これ 以外 
に 身 に つけ て は いけ な い 人 間 が 着る 。 魔術 師 が 、 し ぶし 着用 し て いる 。 
レザ ー ( 革 の 鎧 ) : 経験 の 浅い 旅人 に と つて 、 こ れ は 馬車馬 の よう に 頑 立 で よ 
<@<HRCHS. レザ ー を 最良 の 防具 と し て 指定 する 職業 も 少な ぐ な い 。 了 吟 
遊 詩人 、 ド ルイ ド 僧 、 レ ンジ ヤー が そう で ある 。 

チエ ー ン ( 鎖 か ひだ びら ) : 戦闘 の 間 、 そ の 重 さ に 耐え られ る も の に と つて は 、 
鎖 か な びら は 、 実 に よ ぐ 身体 を 守 つ て ぐれ る 。 精製 され だ 鉄 だ け を 使 つ て 作ら 
れ 、 肩 の 部 分 は 二 重 に な つて いる 。 ま だ 、 す べ て の 鎖 の 接合 部 を リベット 止め 
する こと で 、 強 赤 さ を 増し て いる 。 戦 士 と か じ 屋 の 間 で 、 人 気 ガ 高い 。 

プレ ー ト (KOH) : 防具 の 貴族 と も 呼ば れ 、 そ の 防御 力 に は 他 の どの 防具 
も 及ば な い 。 ひとつひとつ が 、 着 る 者 の 身体 に 合わ せ て 仕立 て られ る 。 当然 、 
値段 は 張る が 、 効 果 は 絶大 で ある 。 騎士 が 好 ん で 着用 する 。 


武器 と 同様 、 防 具 に も 魔法 の 力 を 秘め だ も の が ある と いう 噂 が 流れ て いる 。 

ドラ ゴン の 吐く 炎 に も 耐え られ る と いう の だ が 、 怪 し いも の で ある 。 も し か ガレ 
だ ら 、 人 間 だ ち に 有り も し な いも の を 探さ きせ て 、 つ い に は 死に 追い や ろう と す 
る オー フク ご ども の 陰謀 か も し れ な い 。 
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目 で 見 だ り 感 じ だ り で き な い こと は 、 一 般 に は 理解 の 範囲 を 超え だ も の と し 
て 無視 され て し まう が 、 見 えな い の を 見 、 実 体 の な いも の に 融 れ る こと が で き 
る 人 だ ち も 、 プ リタ ニア の 住民 に は 少な てく な い の で ある 。 彼ら が 持つ よう ね 知 
覚 能力 や 特別 な 力 を 、 我 々 は 魔法 と 呼ん で いる 。 魔法 に つい て は 、 あ る 人 は 『 技 
術 」 だ と 言い 、 ま だ ある 人 は 「 科 学 ] で ある と いう 。 ま つ だ く の 門 外 漢 で ある 
この 歴史 家 に は 、 技術 」 の ほう を 解脱 する こと は で き な い 。 そ こ で 、 私 に も あ 
る 程度 は 理解 で きる 、『 科 学 | 的 な 部 分 に つい て 、 注 釈 を 加え よう と 思う 。 

魔術 の 基本 は 、 正 確 な 秘薬 の 調合 で ある 。 秘 薬 自 体 は 天然 の 物質 で ある が 、 
それ は 、 魔 法 を お ける 最初 の 段階 で 、 必 要 と され る エネ ルギー を 生み 出す の で 
ある 。 ど ご の 魔法 に も 、 そ れ ぞ れ 定 め ら れ だ 調合 法 が ある 。 そ れ は 魔法 使い ひと 
り ひ と り の 秘伝 で ちり 、 お や み に 他 人 に 教え る こと が な い 。 な ぜ な ら 、 魔 法 を 
操る 者 同士 の 戦い と も な る と 、 あ る 魔法 を ひと つ 、 知 つて いた ガ い な いか ガ で 生 
死 を 分 ける こと が 往々 に し て ある か ら な の だ 。 薬 草 店 の 取り 扱い 商品 リス ト を 
見 れ ば 、 だ れ に で も 、 ど ん な 秘薬 びあ る の か 、 そ の 名 前 だ け な ら すぐ に わが る 。 
硫黄 の 灰 、 高 用 人 参 、 大 乱 、 く も の 終 、 血 の 台 、 黒 真珠 、 が そう で ある 。 

この 他 に 、 あ と 2 種類 の 牧 薬 、 ナ イト シェード と マン ドレ イク の 根 が ある こ 
と が 知ら れ て いる が 、 そ れ ら は 店 の 者 に よる と 、 売 買 は され ね て いな いそ う で ある 。 
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魔法 の 能力 は 、 あ る 特定 の 職業 に 就く 者 に 備わる と され て いる 。 魔法 使い (A 
イジ ) と ドル イド 僧 は 、 非常 に 高い 能力 を 持ち 、 騎 士 (バラ ディ ン )、 吟遊 詩人 
(バー ド )、 か じ 屋 (ティ ンカ ー)、 レ ンジ ヤー は 、 前 の 二 者 程 で は な い が 、 あ る 
程度 の 能力 を 持つ 。 戦士 と 羊 飼い に は 、 魔 法 の 能力 は な い 。 な か が で も モ 鹿 術 師 は 、 
魔法 の 元 と な る 特殊 な エネ ルギー と 大 変 う まぐ 同調 する だ め 、 彼 ら が 魔法 を か 
ける と き は 、 青 い オ ー ラ ー が 頭 や 肩 ひ ら 発生 する の で ある 。 

攻撃 や 防御 の 魔法 が 多い な か で 、 明 か り の 術 、 開 放 の 術 、 眺 望 の 術 な どの 日 
常 役に立つ も の も ある 。 ま だ 、 数 は 少な い が 、 風 の 力 を 制御 する 天候 占 術 師 も 
いる らし い 。 ラ イキ ユー ム の 図書 館 に は 、 古 代 の 巻物 が 展示 され て いる が 、 そ 
こ ご に は 、 魔 法 的 に 存在 する 何 種類 か の エネ ルギー・ フ ィ ー ル ド の こと が 記さ れ 
て いる 。 そ の 種類 と 性 質 は 、 次 の と お り で ある 。 
眠り そこ を 通る 者 を 眠ら せる 、 緑 色 の フィ ー ル ド 。 
稲妻 通り 抜け 不可 能 な 青色 の フィ ー ル ド 。 扱 れる 者 に ダヴ メー ジ を 与え る 。 
X そこ を 通り 抜け よう と する 愚か が な 者 に 、 大 き な ダ メー ジ を 与え る オレ 

ンジ 色 の フィ ー ル ド 。 
Š BHORAKVBSKREOI TIVE. BELOFTES NERAL K 
5egnd, WFBCSENS. 

これ ら の フィ ー ル ド を 魔法 で 自在 に 操る こと が 可能 か サ ど うか は 、 定 か が で は な 
い 。 ま た 、 巻 物 に は 、 魔 術 の 大 戦 の 物語 が 記さ れ て いる 。 し か し な が ら 、 そ の 
場 に 居合 わせ だ 巻物 の 著者 が その 大 戦 を 生き 延び だ こと を 表す 記 術 は 、 ど こ に 
も な い 。 


バッ ト (25560) 洞窟 の 深い 場所 な ど に 住む 、 地 下 性 生物 。 悪 じ 属さ な い 
自然 界 の 動物 で 、 動 物 の 血液 を 主 な 栄養 源 と し て いる 。 体 は きわ め て 大 きぐ 、 
安眠 を 乱す も の すべ て に 血 い か か る 。 

サイ クロ ブス (ひと つ 目 巨人 ) 、 悪 に 属す る この 巨人 は 、 500 キロ も ある よう 
な 巨石 を 投げ 落と す 。 ガ する 程度 で も 、 そ れ が バー ティ ー の 仲間 た ち に 与え る 
ダメ ー ジ は ガ が な り の も の だ 。 サー バン ツ ・ ス バイ ン 山 脈 を 絶好 の 猟 場 と し て い 
る と 聞く 。 

ドラ ゴン ( 竜 ) 、 空 を 飛 点 悪魔 、 ド ラゴン は 、 海 上 を 飛び まわ り 、 巨 大 な 火 の 
玉 で 航行 中 の 船 を 破壊 する 。 ド ラゴン の 攻撃 に 二 回 以上 耐え られ る 船 は 、 そ う 
多く な い 。 
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こう も り (Bat) ひと つ 目 巨人 (Cyclops) (Dragon) 

エ テ ィ ン (双頭 の 巨人 ) 悪 に 属し 、 ふ ぬ だ つの 頭 を 持つ この 奇形 の 巨人 は 、 E 
石 を 投げ つけ て は 、 旅 の バ パーティー に 重大 な ダメ ー ジ を 与え る 。 こ れ を 倒す た 
め に は 、 飛 び 道 具 ガ 魔法 の 使用 が 賢 月 で あろ う 。 サー バン ツ ・ ス パイ ン 山 脈 に 
沿 つ て 、 エ ティ ン の 一 族 が 集団 で 棲息 し て いる と いう 。 

ゲイ ザー (目玉 怪物 ) 動物 を 眠ら せ て 捕食 する 、 悪 に 属す る 下 等 生物 。 深い 
森 に 棲息 する 、 浮 遊 性 の 目玉 の 塊 で ある 。 

ゴー スト (幽霊 ) 天国 へ 行け ず に 、 二 炊 元 の 世界 に 捕らわれ て し まつ だ 霊魂 。 
ESEOKITSZEHTEBSOT, 近く に いそ うだ と 感じ た ら 、 細 収 の 注意 を 
は ら う こと が 大 切 で ある 。 悪 に 属す る ゴー スト は 、 廃 堪 、 戦 場 、 地 下 室 な ど で 
遭遇 する こと が 多い 。 
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双頭 の 巨人 (Ettin) 目玉 怪物 (G8Ze「) Wie(Ghost) 


グレ ムリ ン CNBR) いつ も 腹 を 空 が せ て いる 地下 世界 の 住人 。 不 注意 な 旅 
人 に そっ と 近付い て は 、 食糧 を ね こそ ぎ に す る 。 悪 に 属す る プレ ムリ ン に は 、 
で きる だ け 近 付か な いこ と だ 。 

ヘッ ツ ド レス ABLE) これ も 恐怖 と 破壊 を の も の と いっ だ ヘッド レス は 、 
まさ し ぐ 悪 夢 か ら 生 まれ だ 悪 の 生物 で ある 。 頭 の な い 胴 体 に 襲い か か られ て 、 
体面 も 忘れ て 逃げ 出し た 旅人 は 数 知れ な い 。 

ヒド ラ (多頭 蛇 ) いく つも の 頭 を 持つ ヒド ラ に は 、 気 を 付け る よう に 。 BA 
な 火の玉 に よっ つ て 、 バ ー テ ィ ー は みな フラ イ に され て し まう で あろ う 。 











(Gremlin) BLA (Headless, 


イン セク ト (B) 害 中 と は いえ 、 悪 に は 属さ な いこ の 躍 だ ち は 、 近 付き さえ 
し な けれ ば 、 人 間 に 危 害 を 加え な い 。 沼 地 と ダン ジョ ン を 棲 軸 地 と し て 好む お 。 
虫 は 空 を 飛べ る の で 、 川 や 湖 を 越え て 追い 掛け て くる こと が ある 。 

リッ チ (魔術 師 の 亡霊 ) 生前 、 強 大 な 力 を 誇 つ だ 魔術 師 は 、 死 ん で 亡霊 と な 
つて も 、 そ の 魔法 の 力 は 非常 に 強い 。 ど ん な に 体調 の よい と き で あつ て も 、 リ 
ツ ッ チ は 最も 危険 な 敵 で ある 。 


ラー バ ・ リ ザー ド ( 答 岩 と か げ ) NZETERRT, MRICS. R 
いと も な る と 、 100 メー トル も 離れ を と ころ まで 、 燃 えさ か る 次 岩 を 吐き か け 
る と いう 。 悪 に 属す る この 生き 物 に 、 気 を 許し て は な ら な い 。 


a) 
ys 
w 





(Insects) ANSEDTE(Lich) Sc (Lava Lizard) 


ミミ ッ ク (も の まね ) ブリタ ニア で 最も 油断 の な ら な い 悪 の 生き 物 で ある 。 
どん な 物 に も 形 を 変え る こと が で き 、 な か で も 宝箱 に 変身 する を 得意 と し て い 
So 宝箱 を 見 つけ だ と 思っ て 、 旅 行者 な ど は 喜ん で 近寄っ て くる 。 そ うし て 、 
そば まで 近 付 ひ け せ て お いて 毒ガス を 吐き か け 、 倒 れ だ と ころ に 襲い か お る の で 
ある 。 ミ ミッ ク を 見 破る だ だ ひと つの 手段 は 、 し びれ を 切ら せ て 自分 で 義 を 持 
ち 上 げ る まで 、 近 付か な ず に 待つ こと で ある 。 

ニク セ ( 海 の 妖女 ) 古代 の 妖精 の 従兄 弟 に あ だ る 、 海 の 精 。 船 乗 の の 心臓 に 
恐怖 の 一 撃 を 加え よう と 、 深 みよ りや つて 来る 。 悪 に 属す る ニ フ セ は 、 鋭 い 三 
叉 の 槍 を 遠く か ら 投げ つけ 、 船 の 乗り 組み 員 に 多大 な ダメ ー ジ を 与え る 。 
オー ク (ARU) 3 人 の 悪魔 が 滅び 去 つ を と き 、 こ ご の オー フ も いつ し よ に 
絶滅 し て 欲し か つ だ 。 以 前 に 比べ れ ば 数 は ぐつ と 減 つ を が 、 鬼 の よう お な 柚 殖 力 
で も つて 、 今 で も 森林 や 丘陵 地帯 群 を な し て いる 。 

ファ ント ム (CE) 悪 に 捕らえ られ 、 球 遠 に 戦う こと を 強い られ て いる 韻 劇 
の 魂 で ある 。 体 を 持 だ な い が 、 刀 や 柱 は 目 に 見 える の で 、 彼 ら の 存在 を 知る こ 
と が で きる 。 死 と いう も の が 意味 を 持 だ ない フ ァ ン トム は 、 実 に 手強い 相手 で 
ある 。 
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人 嶋 い 鬼 (Oru) 


パイ レー ツ (海賊 ) 死刑 執行 令状 を 頭上 に 掲げ る 彼ら は 、 ま さ し く プリ タニ 
ア の 層 で ある 。 邪悪 な る 海賊 に は 、 捕 虜 を と る と いう 考え が な いこ と を 忘れ て 
は な ら な い 。 大 口径 の 大 砲 を 装備 し 、 よ ぐ く 訓練 さ れ だ 乗り 組み 員 だ ち は 、 大 型 
の ガリ オン 船 を 巧み に 操作 し 素早 戦闘 位置 に つけ る 。 海賊 船 に 横付け され て も 
な お 戦い に 勝て だ 船長 は 、 本 当 に 数 える ほど し か な い 。 勝 て る 望み が ある と す 
れ ば 、 ま つ だ ぐ 常 識 は ずれ の 戦法 を と る か 、 思 い 切 つて 接近 戦 に も ちこ お こと 
で あろ う 。 も し 、 海 賊 ども を 打ち 員 お すこ と が で きだ た なら 、 船 は 戦利 品 と な る 。 
孤島 に 置き 去り に され て し まつ だ と き な ど は 、 こ れ が 唯一 の 救い と も な る 。 
バイ ソン (大 蛇 ) プリ タニ ア ・ バ イソ ン は 、 猛毒 は 持つ て いる も の の 悪 に は 
属し て いな い 。 だ だ し 、 捕 まれ ば 締め 殺さ れる の は も ちろ ん の こと 、 悪 臭 を 放 
つ 毒 液 を 速く ぐま で 吐き か ける の で 、 決 し て 軽く < 見 て は いけ な い 。 

ラッ ト (大 ね ずみ ) 悪 に は 属さ な い が 、 食 べ 物 を 求め て 人 間 の キャ ンプ な ど 
に 侵入 する こと が ある 。 彼 ら を 荻 ひ す よ うな 愚 ひ な こと を すれ ば 、 邊 ず 威 路 さ 
れる で あろ う 。 





we 


t&(Phantom) 





海賊 (Pirates) 





リー バー (死神 ) 木 の 幹 の よう な 体 を 直立 させ て 、 触 手 を 振り 回 す 恐 ろ し い 
生き 物 で ある 。 悪 に 属す る リー パー は まだ 、 様 々 な エネ ルギー・ フ ィ ー ル ド を 
生み 出せ る と さえ 言わ れ て いる 。 そ の 意味 で は 、 も つと も 那 悪 な 相手 と 言え る 。 
ロー グ (盗賊 ) 到 る と ころ に 次 を 現す ロー プ は 、 そ の 多く が 脱獄 囚 で あり 、 

旅人 を 襲う 追い 別 ぎ で 生計 を 立て て いる 。 ま だ 、 近 付く と 、 金 品 を すら れる こ 
と が ある 。 
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大 ね ずみ (Rat) 死神 (Reaper) Ri (Rogue) 





シー ホー ス (だ つの お と し ご ) この 超自然 の 美しい 生き 物 は 、 悪 に 属す る も 
の で は な い 。 し か し 、 ひ と だ のび 攻撃 が 加え られ る と 、 相 手 を その まま に は し て 
お か な い 。 高 い 魔 法 の 能力 を 有 し 、 敵 を ず た を ざ だ に し て し まう 。 

サー バン ト (うみ へ び ) ドラ ゴン の 海 の 親戚 で ある うみ へ び は 、 近 付 ぐ 機会 
を 与え る 前 に 、 火 の 玉 の 攻撃 で 般 を 沈め て し まう 。 う み へ びに 対す る 最も 有効 
な 防御 法 は 、 速 や か に 接近 戦 の 体勢 に 持ち 込む こと で ある 。 いち か ば ち ガ で は 
ある が 、 ご の 方法 で し ガ 切 り 抜 ける こと は 非常 に 困難 で ある 。 

スケ ルト ン (BB) 歩き まわ る 骨 、 ス ケル トン は 、 い ろ い ろ な 生物 の 死 の 世 
界 で の 生ま れ 代 わり な の で ある 。 HASHAERMOENEILENSZOSO 
手先 は 、 し か し 、 あ る 特定 の 魔法 に よ つ て 消し 去る こと が で きる 。 

スラ イム (アメ ー バ 状 生物 ) ダン ジョ ン の 壁 は 、 ス ライ ム ガ が 付着 し て ドロ ド 
ロロ と し て いる 。 普通 スラ イム は その まま 壁 に へ ば り 付 いて いる の だ が 、 悪 に 属 
する も の だ ち は 、 流 の 後 を 追っ て くる の で ある 。 

スパ イダ ー (AR) = AEBICOCAMRORERIESIS, AENDRE 
され て し まう 。 悪 に は 属さ な い 生 物 だ が 、 も し 巣 の ある と ころ を 通ら な けれ ば 
な ら な いと き は 、 SOBEDISNBWNEKS, 充分 に 注意 する こと が 大 切 で ある 。 
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だ た つの お と し ご (Sea horse) うみ へ び (Serpent) (Skelton) 


スク イッ ド (AWAD) AMPH. AUDDBUADSCEORFOSA OSE 
稲妻 の も の に も 匹敵 する 。 こ の 悪 の 大 い ガ を 退治 する を だ ひと つの 方 法 は 、 相 
手 が 攻 撃 可能 な まで に 近付く 前 に 、 大 砲 を 打ち 込む こと で ある 。 

トロ ー ル (AR) 悪 に 属す る 大 柄 な この 生き 物 は 、 驚 くべ き 正確 さ で 何 本 も 
の 状 を 投げ つけ て ぐる 。 一 般 に トロ ー ル は 、 丘陵 地帯 や 山 の な か に 棲息 し てい る 。 





スラ イム (Slime) Am (Spider) 大 いか (Souid) 





ウィ ス ブ (BX) 悪 に 属す る も の の な か で も 、 最 も 捕らえ ずら い ウ ィ ス プ は 
戦場 内 を テレ ポー ト し 、 あ ら ゆ る 方 向 か ら 攻撃 を し か け て くる 。 ウィ スプ と の 
戦い に 巻き 込ま れる こと は 、 実に わずらわし いこ と で ある 。 

ウィ ザー ド (魔法 使い ) すべ て の 魔法 使い ガ 善 の 道 に 従 つ て いる と は 限ら な 
Wo この 那 悪 の 裏切り 者 は 、 近 寄る と 非常 に 危険 な 相手 で ある 。 

ゾー ン あら ゆる も の と 対立 する ゾー ン は 、 壁 や 隊 害 物 を 難 無く 通り 抜け 、 近 
辺 で の 魔法 の 効果 を な くし て し まう 。 こ の 悪 の 生物 に 近 付 お か れ だ ら 、 も うそ こ 
がら は 逃げ られ な い 。 








AR(Troll) 





ゾー ン (Zorn) 
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バル ロン (Balron) デビ ル (Devi) 


悪 の 世界 の 支配 者 だ ち 


バル ロン 悪 の 支配 者 だ ち は 、3 人 の 悪魔 が 滅び だ と 同時 に 死に 絶え 友 と 信じ 
られ て いる 。 も う 1 匹 で も 生き て いる と し だ ら 、 そ の 凶悪 さ を 目 の あ だ り に ず す 
る より も 、 自 ら 命 を 絶つ ほう が よい 。 古 代 の 巻物 に よれ ば 、 バ パル ロン は 空 を 飛 
生き 物 で 、 強 力 な 火の玉 の 魔法 を 操っ を よう だ 。 ま だ さら に 、 軍 隊 を まる ま 
る 全滅 させ だ 恐る べき 魔法 も 編み 出し て い だ と も 記さ れ て いる 。 


FEL この 空 を 飛 必 悪 の 副官 は 、 大 洋 の 沖 を 飛び 回 り 、 海 を 渡っ て どこ まで 
も 没 の 後 を 追っ て くる 。 ガ な り の 魔法 の 使い 手 で ある か ら 、 ど ん お 犠牲 を 払 つ 
て で も 避け だ い 相 手 で ある 。 デビ ル は 、 こ と の ほ が 捕らえ だ 人 間 を 扶 問 に お け 
る の が 好き で 、 常 に その 機会 を 狙 つ て いる 。 
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歴史 家 は 頭脳 労働 者 で ある だ め 、 戦 闘 の や の か だ に 関す る 知識 は ほとん ど 持 


合わ せ て いな い 。 そ の よう な 理由 で 、 以 下 の 戦闘 技術 に 関す る 情報 は 、 シ ル 
バー・ サ ー パ ント 騎士 団 の 元 警 備 隊長 の 絶大 な る ご 協力 の 賜物 で ある 。 


戦う 前 に … こ れ か ら 行う 戦闘 に 際 し 、 適 切な 装備 を 整え て いる どう が を 、 確 
認 せ よ 。 適 切な 武器 と 防具 は 持つ て いる か 。 持 つて いな けれ ば 、 装備 し 直さ な 
けれ ば な ら な い 。 武器 の 装備 (Ready) と 防具 の 着用 (Wear) は 、 パ バー ティ ー 
共通 の 装備 の な か が か ら 選 び 出 し て 行う 。 流 の フラ ス に 合わ な い 装 備 を 選ん で し 
まつ だ ら 、 も う 一 度 選び 直す こと を 要求 され る 。 


戦闘 の 開始 … 敵 と 接触 し だ ら 、 敵 の いる 方 向 に 攻撃 (Attack) す る こと が で き 
So する と 、 液 は 戦闘 用 の 視野 を 持つ よう に な り 、 そ の な が で 、 戦 闘 が 繰り 広 
げ ら れる 。 


攻撃 を 受け る … こ ちら か ら 攻 撃 を し な か つ だ 場合 は 、 相手 が 邪悪 で 飼え て いた な 
ら ば 、 あ まり 間 を 置か お ず に 、 相 手 か ら 攻 撃 を 受け る こと に な る 。 


戦闘 の 方 法 … そ れ ぞ れ の 戦士 、 魔 法 使い は 、 単 独 に 行動 で きる よう に な る 。 N 
Bit, 456 (North, East, South, West) に の み 加 える こと が で きる 。 
戦士 の 順番 が 回 つて きだ ら 、 通 常 の 武器 を 使 つて 攻撃 (Attack) する 場合 は 、 
隣 合う 4 方向 の いずれ に 加え る か を 選択 する だ け で 攻撃 で きる 。 魔 法 使い は 、 
自分 の 順番 に な つ だ ら 、 魔 法 を か ける (Cast) こと が で きる 。 調合 ずみ の 秘薬 
が 準備 ミ れ て いる 魔法 だ けが 使用 可能 で ある こと を 忘れ ず に 。 魔法 を 選択 し 、 
方 向 を 定め る 。 戦 闘 用 魔法 は 、 ほ と ん ど が 遠隔 に 作用 する が 、 エ ネル ギー・ フ 
イー ルド だ け は 、 魔 法 を が ける 者 と 隣接 する 場所 に の み 有 有効 で ある 。 


勝利 … 怪 物 が 全滅 し た ら 、 視 野 は 再び 通常 の 風景 に 戻る 。 怪 物 が な に が し が の 
宝 を 持つ て いた な ら 、 そ れ は 波 の も の で ある 。 宝箱 を 開け る (Open) と き は 、 
注意 を 怠ら な いよ うに 。 と き と し て 、 遍 が 仕掛 けら れ て いる の だ 。 
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撤退 … 冒 険 を し て い ぐ 間 に は 、 波 より も 力 の 勝っ だ 相手 と 一 戦 を 交え な けれ ば 
な ら な いと き が 来る 。 仲間 に 死に か け だ 者 が 出 だ ら 、 戦 場 か ら 外 へ 逃がし て や 
り 病 を 助け る の だ 。 戦 況 が ザ ま つ だ ぐ ご 不利 に な つて し まつ だ ら 、 全 員 で 戦場 か ら 
外 へ 出 よ 。 そ うす る こと で 、 敵 か ら 逃 れる こと が で きる 。 こ ご この 行動 を 騰 病 だ と 
言う 者 も いる が 、 仲 間 の 命 の 尊 さ は 、 賢 明 な リー ダー な ら よ ぐ く 分 か つて いる は 
ず で ある 。 


地形 要件 … 戦 場 の 地形 に つい て は 、 充 分 に 時 間 を か け て 研究 する 必要 が ある 。 
仲間 の だ め に 、 防 御 に 有利 に な る よう 地形 を 利用 し 、 戦 況 が 悪化 し だ 場合 を 考 
えて 、 常 に 退却 で きる 道 を 確保 し て お く こ と 。 覚え て お く が いい 、 我 が 弟子 だ 
ちよ 。 勇 敢 な 戦士 だ ち は 、 何 干 も の 軍勢 と 対等 に 戦う を ため に 、 せ まい 山道 に 立 
ちぬ さき が つ だ も の だ 。 


武器 要件 … 戦 士 が 使え る 武器 に は 、3 種 類 あ る 。 離 れ だ 相手 を 攻撃 で きる 飛び 
具 、 障 害 物 や 仲間 越し に 攻撃 で きる 長柄 武器 、 そ し て 、 接 近 し だ 相手 と 戦う 
た め の 白 兵 戦 用 の 武器 で ある 。 


戦い の 倫理 … 歩 ぐも の 、 飛 ぶ ぷ ぶ も の 、 洲 ぐ も の すべ て を 殺 糞 する こと が 、 没 の 生 
得 権 で ある な ど と 思っ つて は いけ な い 。 騎 士道 の 近 に は 、 戦 い を 始め る 前 に 、 自 
問 す る と いう 意味 に 必ず こう 問 え と ある 。 「 こ れ は 本 当 に 悪 で ある ガ 」 と 。 も し 、 
そう で な けれ ば 、 殺 すこ と は な ら な い 。 そ の がわり に 、 波 は その 場 に と どまり 、 
相手 と 立ち 去ら せる よう 努め な けれ ば な ら な い の で ある 。 控 は すべ て の 基準 で 
ある 。 こ れ な し に は 、 汐 は 混乱 に 渦巻 く 頑 の 一 粒 同 然 の 存在 と な つて し まう で 
あろ う 。 











歴史 上 最悪 の 暗黒 時 代 か ら 、 我 々 は いま 四 い 出し て きだ と ころ で ある 。3 人 
の 悪魔 は 滅び 去 つ た 。 こ ご こ に 初め て 解放 の 時 代 を 迎え 、 育 後 ら 忍び 寄る 悪魔 
の 影 に 轟 える 必要 も な く な つ だ 。 新 時 代 が も だ らし だ な だ 安定 は 、 平 和 と 繁栄 の 黄 
金 時 代 の 訪れ を 告げ て いる よう で ある 。 

新しい 時 代 を 受け 継 ざ の は 、 い つっ だ い ど ん な 人 々 で あろ うか が か 。 我々 は いつ の 
時 も 、 好 戦 的 な 民族 で あっ だ こと は な い 。 我 々 は 決し て 、 戦 うだ め に 生ま れ て 
きだ の で は な い の だ 。 こ の 努力 と オ 能 に 値する 、 よ り 崇 高 な 人 生 と いう も の は 
な い の だ ろう か が か 。 

侵 賠 的 な 纏 震 の 拡大 に よら ず 、 人 類 が 次 の 成長 段階 に 入る と し た ら 、 考 え 得 
る 答え は だ だ ひと つ 。 内 な る 成長 で ある 。 近年 、 ラ イキ ユー ム の 熱 貝 な 哲学 者 ゲ 
ルー プ は 、 こ の 問題 に つい て 論議 を 交わ し て いる 。 彼 ら の 思想 は 、 実に 急進 的 
で は ある が 、 熟 考 し て みる 価値 は ある 。 

徳 の 人 生 は 、 文明 を 構成 する 基本 要素 の ひと つと 考え て よい の だ ろう が か 。 ま 
だ 、 そ れ を 原則 と せ ず し て 、 社 会 は 試練 の 時 代 を 乗り 越え る こと が で きる だ ろ 
う ガ 。 

新しく 手 に し だ この 平和 を 持続 きき る に は 、 ど うし たら よ い の か 。 ご どの よう 
な 法律 と 倫理 が 、 あ ら ゆ る 人 ん 々 の 幸福 を 継続 させ る こと が で きる の が ガ 。 

な ぜ ば 、 い つの 世に も 悪 は 存在 し 、 決 し て 消え 去る こと が な い の ガ 。 

原始 時 代 か ら 培 わ れ て きた 社会 価 理 が 、 も し 純粋 な もの で な お みつ だ と し た ら 、 
徳 の 人 生 を 築き 上 げ る だ め の 純 潔 な 土台 を 、 ど の よう に し て 作り 上 げ れ ば よい 
の が 。 





MREBRI SEM, BAL THRERSAINIERSELEL SEHE 
が あつ だ と し だ ら 、 人 は 、 理解 で き な い も の に 対し て 、 ど の よう お 努力 を すれ 
ば よい の か が 。 

図書 館 の 古代 の 巻物 で 暗示 され て いる よう に 、 も し 人 生 の 真 の 目的 が まわ り 
の 環境 と の 調和 で ある だ と し だ ら 、 ま ず び 選 自身 を 直視 は せ ず し て 自然 と 相対 する 
こと な ど 、 で きる の で あろ うか 。 

それ を 見 通す 鍵 は 妥 起 に ある と され て いる 。 超絶 的 な 境地 の な か で 、 人 は 現 
代 社 会 の 足 柳 か ら 解 放さ れる 。 宇宙 全体 と 同調 し 、 己 が 偉大 な る 統一 体 の 一 部 
で ある こと を 、 一 瞬 感じ る の で ある 。 し か し 幅 想 は 瞬く 間 に 終 わり 、 幸 厳 な 世 
界 を お いま 見 だ 次 の 瞬間 に は 、 雑 事 に 追わ れる 日 常 の 世界 に 引き 戻さ れ て し ま 
う 。 

いま こそ 、 争う こと を や め 、 選 自身 に 潜む 悪 と 戦う 時 が 来 だ の だ 。 自 ら 歩 み 
出る こと な く 、 だ だ 座 し て 徳 の 道 を 讃え る だ け で は 、 な に も 始ま ら な い 。 汐 が 
され だ いよ うに 、 相 手 に も せよ と いう 古代 の 教え は 、 宇 宙 の 調和 と 関連 させ る 
こと で 、 新 し い 意 味 を 持つ よう に な る 。 我々 は 、 我 々 の 信 訟 の 生き た 手 本 と な 
ら な けれ ば な ら な い の だ 。 

この 新しい 道 の 上 を 、 我 どど は いか に し て 歩き 始め る べき か 。 果 だ し て 、 道標 
は ある の だ ろう が 。 

あら ゆる 領域 に わ だ っ つて 穏やか で ある と いう 状態 は 、 神 の 化身 、 聖者 (アバ マー 
IL) に の み 到 達 で きる 境地 で ある 。 と が く 過 ち を 犯し や すい 、 我々 の よう な 人 間 に 
も 到達 可能 な どう が か は 、 自 ら 探 求 の 旅 に 出 な い 限 り 、 確 か め る 手段 は な い 。 旅 
に 出る 前 に 、 終 点 が 見 える は ず が な いで は な い が ガ 。 人 それ ぞ れ に 、 人 違う 道 が あ 
る と も 言わ れ て いる 。 答 え を 求め る 旅人 は 、 ま ず 、 ブ プリ ティ ッシュ 王 を 訪ね る 
べき で あろ う 。 王国 の 道 に 関し て は 、 王 の 知識 に 勝る 者 は な い 。 王 と の 語ら い 
は 、 聖者 (アバ ター ル ) の 8 つの 徳 の 中 心 が ど こ に ある が を 知る うえ で 、 非 常に だ だ 
め に な る は ず で ある 。 

多く の 哲学 者 だ ち は 、 徳 の 道 は 現実 に 存在 し 、 そ れ は 細か いい ぐつ か が の 小道 
に 分 か れ て いる と いう 。 それぞれ の 小道 は 、 目 的 の 一 面 に 到達 し て いる 。 小 道 
を ひと つ 踏 破 す る こと は 、 人 生 の 目的 地 に 到達 する こと と 解釈 され る 。 そ こ で 
どの 小道 が 最も 良い 道 で ある ガ が 、 議 論 さ れる と ころ で ある 。 


し か が し 、 全 体 と いう も の は 、 部 分 の 集合 より も は る か に 大 きい も の で は な い 
だ ろう か が 。 ひ と つ だ け で は な ぐ 、 完 全 と 自己 啓発 を 求め て 、 す べ て の 小道 の 踏 
破 に 挑戦 し た まえ 。 そ うし て 後 、 初 め て 大 人 道 の 出発 点 に 立つ こと が で きる で あ 
ろう 。 聖者 (アバ ター ル ) へ の 旅 が 待つ て いる 。 波 に は 、 こ の 旅 に で る 権利 が 
ある と いう の で は な い 。 こ ご れ は 、 溢 の 運命 な の で ある 。 
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あと が き 

付け 足し と し て 、 奈 、 プリ ティ ツ シ ュ 王 は 、 この 書 に も 書か れ て いる 聖者 (P 
バタ ー ル ) へ の 旅 に つい て 、 ひ と こと 言わ せ て い だ だ ぐ 。 

聖者 (アパ バ タール) へ の 旅 の 和 目的 は 、 人 々 が 求め て 奮闘 し て いる 新しい 人 生 
の 次 、 新 し い 基 準 を 探し 出す こと で ある 。 国 民 の 輝け る 手 本 と な つて 、 我 々 を 
闇 の 時 代 か ら 光 の 時 代 へ 導い て ぐれ る 人 間 が 求め られ て いる 。 

我々 は 、 こ の メッ セー ジ を 、 現 在 知ら れ て いる 最も 遠い 宇宙 の 最果て に まで 
送 つ て いる 。 時 の 彼 廊 に 語り か ける こと も 、 実際 に お こなつ て み だ 。 聖 者 (P 
バタ ー ル ) へ の 旅 を な し 遂げ る こと の で きる 人 間 は 、 い な い だ ろ う が 。 ご これ ま 
で に も 、 多 く の 者 が 挑戦 し 、 聖 者 (の ソバ ター ル ) の 8 つの 徳 の いく つが か に 到達 
し だ 者 も いた が 、 実際 に 真 の 聖者 (の アバタール) に な れ だ 者 は いな い 。 

アバ ター ル (聖者) の 秘密 は 、 人 々 の 届 の な か と 、 こ の 国 の 地下 深く と の 両 
方 に 埋もれ て いる 。 旅 は 非常 に 厳し いも の に な ろう 。 旅 を な し 遂げ る に は 、 大 
いな る 謎 の すべ て の 部 分 を 集め 合わ せな けれ ば な ら な い の だ 。 

ご の ペー ジ の 隣 に 描か お れ て いる 紋章 を よく 見 る が いい 。 い つが 再び この 紋章 
を 目 の 前 に し て 、 流 の 人 生 の 答え が 示さ れる その と きま で に 、 こ の 意味 を よく 
理解 し て お く の だ ぞ 。 
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